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「
栃
木
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
」

　
　
９
県
知
事
に
よ
る
お
国
自
慢

の
番
組
だ
っ
た
が
、
栃
木
の
特
徴

を
視
聴
者
に
訴
え
ら
れ
た
と
思
う
。

放
送
後
、
次
の
よ
う
な
質
問
を
多

く
受
け
た
。

（
１
）
ギ
ャ
ラ
は
い
く
ら
か
？

　
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
す
。
そ
れ
よ
り

栃
木
の
Ｐ
Ｒ
を
全
国
に
で
き
た
の

だ
か
ら
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
で

き
た
と
思
う
。

（
２
）
い
つ
収
録
し
た
の
か
？

　
５
月
12
日
（
火
）
夕
方
４
時
半

か
ら
時
々
休
憩
を
入
れ
て
約
４
時

間
。
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲

む
だ
け
。
因
み
に
放
映
は
５
月
30

日
（
土
）
夜
７
時
か
ら
２
時
間
）

（
３
）
放
映
順
は
ど
う
や
っ
て
決

め
る
の
か
？

　
１
番
目
の
放
映
だ
っ
た
が
、
順

番
は
テ
レ
ビ
局
が
決
め
た
。
収
録

は
３
番
目
だ
っ
た
。

（
４
）
と
ち
ま
る
く
ん
が
私
の
裏

に
居
な
い
時
が
あ
っ
た
が
？

　
４
時
間
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
続
け
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
皆
さ
ん
は
交
替
で
休

ん
で
い
た
。

（
５
）
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
選

ば
れ
た
の
か
？

（
ア
）
餃
子
で
は
な
く
カ
ク
テ
ル
、

（
イ
）
夏
場
の
雷
の
発
生
件
数
日

本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

（
ウ
）
か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産
ダ
ン

ト
ツ
の
日
本
一（
国
内
産
の
98
％
）、

（
エ
）
栃
木
和
牛
の
美
味
し
さ
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
ど
、
他
の
８

県
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
い
る
事

項
を
テ
レ
ビ
局
と
相
談
し
て
決
め

た
。
当
然
、
十
分
県
内
を
調
査
し

た
上
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
以
上
が
受
け
た
質
問
の
主
な
も

の
だ
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
の
タ

レ
ン
ト
の
皆
さ
ん
は
各
県
の
自
慢

の
食
材
な
ど
を
次
々
と
食
べ
て
い

た
が
、
私
達
は
見
て
い
る
だ
け
。

そ
れ
で
も
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
タ
ジ
オ
で

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
春
に
発
売
さ
れ
た
週
刊
誌
に
47

都
道
府
県
の
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
が
発
表
さ
れ
、
栃
木
県
が
上
位

３
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

　
評
価
の
項
目
は
た
く
さ
ん
あ
り

総
合
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

正
規
雇
用
率
や
所
得
、
社
会
資
本

の
整
備
状
況
、
娯
楽
施
設
の
状
況

な
ど
、
各
分
野
の
総
合
評
価
で
の

順
位
付
け
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
住
み
良
い

の
だ
と
感
じ
た
。

　
昨
年
１
年
間
の
工
場
用
地
の
分

譲
面
積
が
１
位
、
立
地
件
数
で
３

位
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

太
陽
光
発
電
事
業
を
除
い
て
も
面

積
で
２
位
、
件
数
で
７
位
。
お
か

げ
様
で
、
工
場
等
操
業
す
る
な
ら
、

災
害
が
少
な
い
等
か
ら
選
ば
れ
る

栃
木
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

決
定
と
な
り
、
国
を
挙
げ
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
私
は
決
定
の
翌

日
に
独
断
で
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の

記
者
会
見
を
し
内
外
に
表
明
し
た
。

こ
の
こ
と
は
先
手
必
勝
を
確
信
し

た
か
ら
で
あ
る
。

　
先
に
、
２
０
２
２
年
の
国
体
開

催
の
内
々
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
各
種
競
技
場
の
整
備
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う

可
能
性
も
高
い
と
判
断
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
は
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ

ン
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０

１
９
年
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
と
、
世
界

的
な
大
会
が
続
く
。
い
ず
れ
も
大

会
会
場
と
し
て
は
不
可
能
だ
が
、

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
な
ら
世
界
の

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
え
る
。

　
各
国
大
使
館
や
全
日
本
レ
ベ
ル

の
各
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

様
々
な
人
脈
を
頼
っ
て
活
動
を
し

て
い
る
。

　
陸
上
関
係
者
の
縁
で
、
８
月
22

日
か
ら
開
会
す
る
北
京
国
際
陸
上

大
会
参
加
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
チ
ー
ム

を
８
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
県
陸

上
競
技
場
で
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

に
成
功
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ

ル
数
で
世
界
９
位
の
国
で
あ
る

（
日
本
は
11
位
）。
皆
で
お
も
て

な
し
を
し
、
良
い
成
績
を
残
し
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
な
げ
た
い
。

　
宇
高
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
や

県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
役
員
の
お
骨
折

り
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
の
可
否

の
判
断
の
た
め
、
７
月
中
旬
に
３

日
間
を
か
け
て
、
宇
都
宮
、
日
光
、

那
須
塩
原
、
佐
野
各
市
の
競
技
場

や
宿
泊
施
設
な
ど
を
視
察
さ
れ
た
。

日
本
国
内
で
は
栃
木
県
だ
け
だ
と

の
こ
と
。
ワ
ラ
ビ
ー
ズ
と
い
う
世

界
一
に
２
度
輝
い
た
強
豪
チ
ー
ム

だ
。
こ
れ
ま
た
皆
さ
ん
と
と
も
に

決
定
を
待
ち
た
い
。

　
選
ば
れ
続
け
る
栃
木
と
な
る
よ

う
精
一
杯
努
め
た
い
。
皆
様
に
は

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選ばれ続ける栃木へ選ばれ続ける栃木へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
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電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
梅
雨
明
け
と
と
も
に
猛
暑
が
や

っ
て
き
た
。
普
段
は
元
気
な
も
も

（
黒
パ
グ
）
だ
が
、
私
た
ち
が
帰

宅
す
る
と
暑
さ
で
へ
た
っ
て
し
ま
っ

た
。慌
て
て
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
水

分
を
与
え
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
以
後
熱
中
症

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
万
全
の
態

勢
を
と
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私

は
健
康
に
は
自
信

が
あ
る
方
だ
が
唯

一
の
弱
点
は
腰
で

あ
る
。
40
年
来
の

腰
痛
持
ち
で
、

（
友
人
か
ら
薬
は

良
く
な
い
と
忠
告

さ
れ
て
い
た
の
だ

が
）
最
近
は
痛
く

な
る
と
市
販
の
鎮

痛
剤
を
飲
ん
で
い
た
。
特
に
こ
こ

２
・
３
か
月
は
、
突
然
腰
が
痛
く

な
る
こ
と
が
続
き
、
（
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
）
と
思
い
な
が
ら
も
、

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
病
院
に
も
行

か
ず
、
市
販
の
薬
を
飲
ん
で
凌
い

で
い
た
。

　
７
月
初
旬
、
薬
を
飲
め
ば
普
段

は
10
〜
20
分
で
治
ま
る
痛
み
が
、

こ
の
日
は
背
中
か
ら
お
腹
ま
で
広

が
り
１
時
間
ほ
ど
身
の
お
き
ど
こ

ろ
が
な
い
痛
み
が
続
い
た
。
こ
の

と
き
初
め
て
、
（
こ
れ
は
腰
痛
で

は
な
い
の
か
も
）
と
気
が
付
い
た
。

週
明
け
に
内
科
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
、
「
こ
ん
な
に
こ
じ
ら
せ
て
」
、

「
自
己
判
断
で
薬
を
飲
ま
な
い
」

な
ど
と
先
生
に
叱
ら
れ
た
。
検
尿

と
血
液
検
査
か
ら
腎
盂
炎
と
診
断

さ
れ
、
そ
の
日
か
ら

３
日
間
点
滴
を
受
け
、

15
日
間
薬
を
服
用
し

て
症
状
は
治
ま
っ
た
。

『
自
分
を
過
信
し
な

い
』
『
自
己
判
断
せ

ず
に
受
診
す
る
』
、

取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
る
前
に
、

気
が
付
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
の
体
調
が
戻
っ

た
こ
ろ
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
草
津

白
根
山
に
出
掛
け
た
（
写
真
）
。

こ
の
と
こ
ろ
お
互
い
に
忙
し
く
、

ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
も
な
か
っ
た

の
で
、
久
し
ぶ
り
に
２
人
の
時
間

を
持
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て

良
か
っ
た
。
知
人
に
感
謝
で
あ
る
。

　
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

「
福
田
富
一
知
事
が
お
も
し
ろ
い
」

ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
に
出
演

吾
妻
小
富
士
ハ
イ
キ
ン
グ

ゆ
り
の
会
新
年
会

　
福
田
知
事
は
５
月
30
日（
土
）、
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー

ン
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
『
現
役
県
知
事
９
名
が
大
集
合
！

県
知
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
に
出
演
し
、
意
外
な
一
面

を
見
せ
た
。
「
福
田
富
一
知
事
が
お
も
し
ろ
い
」

と
は
視
聴
者
か
ら
の
声
で
あ
る
。

「
県
ブ
ラ
ン
ド
力
ラ
ン
キ
ン
グ
45
位
の
栃
木
県
」

に
福
田
知
事
が
猛
反
論
！
次
々
と
栃
木
県
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。中
学
生
の
剣
道
部
入
部
率
、日
本
一の
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
の
数
、
落
雷
の
件
数
、
蕎
麦
の
売
上
高
、

工
場
の
敷
地
面
積
、
干
瓢
の
収
穫
量
、
と
ち
ぎ
和

牛
等
々
。
県
土
面
積
は
東
京
都
の
３
倍
あ
り
、
地

図
上
で
も
目
立
つ
は
ず
だ
が
目
立
た
な
い
。
知
名

度
・
ブ
ラ
ン
ド
力
が
足
り
な
い
と
嘆
く
、
そ
ん
な

福
田
知
事
の
誠
実
な
人
柄
と
一
生
懸
命
さ
が
視
聴

者
に
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
６
月
28
日（
日
）、
１
２
０
名
の
参
加
者
は
バ
ス

4
台
に
分
乗
し
、福
島
県
福
島
市
の
吾
妻
小
富
士
に

向
か
っ
た
。山
頂
に
は
直
径
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

火
口
が
あ
り
、火
口
底
ま
で
の
高
低
差
は
約
70
メ
ー

ト
ル
。そ
の
火
口
壁
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
手
軽
な

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、現
地
は
雨
に
加

え
激
し
い
風
が
吹
き
荒
れ
、寒
さ
の
中
、
体
ご
と
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
一
歩
一
歩
踏
み
締
め
な
が
ら
の

ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。そ
ん
な
悪
天
候
の
中
に
あ
っ

て
も
眼
下
に
は
緑
豊
か
な
浄
土
平
の
湿
原
が
鮮
や
か

に
広
が
り
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
昼
食
後
、
予
定
を
変
更
し
て
猪
苗
代
町
の
『
世
界

の
ガ
ラ
ス
館
』
を
見
学
し
、
帰
路
に
着
い
た
。
来
年

こ
そ
は
晴
天
で
あ
っ
て
く
れ
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

☆
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
に
出
演
し
て

☆
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国

　
第
３
位

☆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー

　
協
会
の
コ
ー
チ
陣
が
本
県
視
察

☆
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
地
決
定

☆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
で
も
選
ば
れ
た
い

☆
工
場
の
立
地
動
向
調
査
で
は

　
分
譲
面
積
１
位

　
後
援
会
事
務

所
に
福
田
陽
と

綾
香
が
入
所
し
ま
し
た（
上
記
写
真

は
有
志
に
よ
る
歓
迎
会
）。石
川
祥

子
と
と
も
に
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
相
変
わ
ら
ず
忙
し
い
知
事
で
す
が
、

半
年
間
の
東
奔
西
走
の
日
々
を
纏
め

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
は
２
月
22
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
を

会
場
に
２
６
０
名
余
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
余
興
で
は
福

田
幸
子
様
が
率
い
る
カ
ウ
ル
・

ア
・
ナ
ニ
・
ロ
ケ
ラ
ニ
幸
子
の
皆

さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
会
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

た
。
恒
例
と
な
っ
た
抽
選
会
や
写

真
撮
影
が
行
わ
れ
、
締
め
く
く
り

は
「
と
み
か
ず
サ
ン
バ
」
を
合
唱
、

和
や
か
に
親
睦
を
深
め
る
楽
し
い

集
い
と
な
っ
た
。

７/26 〔ニッポンドイリマチ〕オープンイベントで藍染浴衣『Nippon Blue』を着て挨拶する知事＝日光市

左から 村井嘉浩宮城県知事、湯﨑英彦広島県知事、中村時広愛媛県知事
　　　 仁坂吉伸和歌山県知事、大村秀章愛知県知事、三日月大造滋賀県知事
　　　 浜田恵造香川県知事、福田富一栃木県知事、河野俊嗣宮崎県知事

１号車の皆さんと

２号車の皆さんと

３号車の皆さんと

寿号車の皆さんと

フラダンスを披露された福田幸子様(中央)と皆様

文化講演会のお知らせ
ダ・カーポ 榊原政敏・広子
トーク＆コンサート
　 『いいことだけ考えよう』
日　時 ９月３日（木）
　　　 午後６時30分開会 
場　所 宇都宮グランドホテル
入場料 １,０００円
※チケットご希望の方は事務所までご連絡下さい。
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　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
全
国
知
事
会
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の

福
田
知
事
は
５
月
22
日
の
参
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

運
営
主
体
を
都
道
府
県
に
移
管
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
参
考
人
と
し
て
意
見
を
述
べ

た
。
新
た
に
県
の
役
割
と
な
る
国
保
加
入

者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
「
都
道
府
県

全
体
の
底
上
げ
を
し
た
い
」
と
強
化
す
る

考
え
を
表
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
健
康
づ
く
り
の
意
義
に
つ

い
て
「
理
想
は
生
涯
現
役
社
会
。
結
果
的

に
医
療
費
適
正
化
に
結
び
付
け
る
取
り
組

み
が
、
都
道
府
県
の
責
務
だ
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
県
は
全

市
町
を
俯
瞰
で
き
、
全
国
の
情
報
を
得
や

　
本
県
の
自
然
、
文
化
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
の

「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」
春
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
４
日
、
宇
都

宮
市
の
大
谷
資
料
館
地
下
採
掘
場

跡
で
行
わ
れ
た
。

　
主
催
者
の
浅
見
郁
樹
大
宮
支
社

長
が
「
昨
年
に
続
い
て
満
を
持
し

て
開
催
す
る
。
千
客
万
来
の
と
ち

ぎ
路
で
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
た
い
」

と
挨
拶
。
福
田
知
事
が
「
県
内
に

は
ス
イ
ー
ツ
、
花
な
ど
本
物
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
ぜ
ひ
出
掛
け
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
て
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
１
弾
と
し

て
こ
の
日
午
前
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か

ら
特
別
団
体
列
車「
と
ち
ぎ
ス
イ
ー

健
康
づ
く
り
強
化
に
意
欲

◇
１
月
５
日
　
知
事
が
県
庁
で
年
頭
訓
示
／

「
知
恵
を
出
し
工
夫
を
」
と
幹
部
職
員
に

一
層
の
奮
闘
を
促
す
。

◇
１
月
８
日
　
都
道
府
県
会
館
で
全
国
知
事

　
会
／
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の
福
田
知

事
は
「
持
続
可
能
な
国
民
保
健
（
国
保
）

制
度
構
築
に
向
け
た
緊
急
要

請
」
を
行
う
こ
と
を
提
案
。

◇
１
月
26
日
　
都
内
の
ホ
テ
ル
で

「
と
ち
ぎ
の
い
い
も
の
ま
る
ご

と
商
談
会
」
開
催
／
福
田
知
事

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
立
ち
、

本
県
い
い
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
２
月
12
日
　
国
と
地
方
協
議
会

／
国
保
移
管
を
了
承
し
た
上
で
、

そ
れ
に
伴
う
財
政
支
援
を
要
望
。

◇
２
月
27
日
　
都
内
の
百
貨
店
で

ス
カ
イ
ベ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
／
赤
い
法
被
姿
で

店
頭
に
立
っ
た
知
事
は
「
日
本
で
一
番
甘

い
」
な
ど
と
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
３
月
14
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業
、

宇
都
宮
駅
で
出
発
式
／
「
観
光
の
振
興
や

地
域
の
活
性
化
に
期
待
し
た
い
」
と
知
事
。

◇
３
月
19
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
「
本
物
の
出

会
い
栃
木
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
知
事
、
栃

木
な
ま
り
で
県
産
品
の
購
入
を
呼
掛
け
る
。

◇
４
月
１
日
　
県
幹
部
と
新
採
職
員
に
訓
示

／
「
栃
木
の
良
さ
発
信
を
」
と
訴
え
る
。

◇
４
月
20
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
／
地

方
創
生
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。福
田
知
事

「
自
由
度
の
高
い
交
付
金
を
国
に
要
望
」
。

◇
４
月
23
日
　
全
国
知
事
会
の
社
会
保
障
常

任
委
員
長
と
し
て
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会

に
出
席
／
「
国
保
移
管
に
向
け
財
政
見
通

し
提
示
を
」
と
国
に
要
望
。

◇
５
月
17
日
　
日
光
東
照
宮
「
４
０
０
年
式

年
大
祭
」
出
席
／
「
家
康
公
は
礼
節
を
重

ん
じ
る
日
本
人
の
国
民
性
の
礎
に
な
っ
た
」。

◇
５
月
18
日
　
大
阪
市
内
で
栃
木
県
人
会
総

会
に
出
席
／
知
事
、
県
内
の
現
状
を
紹
介
。

◇
６
月
27
日
　
県
庁
で
「
知
事
と
語
ろ
う
！

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
／
県
の

少
子
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
６
月
29
日
　
壬
生
町
で
宇
都
宮
地
区
ブ
ロ

ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議
／
各
地
域
の
課
題

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

国
保
移
管
で
参
院
厚
労
委
出
席

企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

10
都
県
で
観
光
Ｐ
Ｒ
へ

関
東
地
方
知
事
会

県の魅力「とちぎの百様」
本
物
の
出
会
い 

栃
木
で
ど
う
ぞ

本
物
の
出
会
い 

栃
木
で
ど
う
ぞ

大
谷
資
料
館
地
下
採
掘
場
跡
で

　
　  

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

福
田
知
事 

獨
協
医
大
で
講
義

「
君
は
何
を
し
た
い
の
か
」

東奔西走の日々東奔西走の日々

関東知事会での福田知事（中央）と大澤正明
群馬県知事（左）と升添要一東京都知事（右）

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
の
開
所
式
で
挨
拶
す
る

福
田
知
事

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
福
田
知
事（
前
列
右
か

ら
２
人
目
）
ら
関
係
者
＝
大
谷
資
料
館

表彰式後、福田知事に金メダルを見せる原田選手（右）

協定書を交わし握手する福田知事(左)と日本大の大塚学長

ツ
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
号
」
を
運
行
。

一
行
（
約
１
５
０
人
）
は
同
採
掘

場
跡
を
見
学
し
た
後
、
宇
都
宮
市

の
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
で
イ
チ
ゴ
狩

り
を
楽
し
ん
だ
。

原
田
上
選
手
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
福
田
知
事
は
４
月
24
日
、
ロ
シ
ア
で
５

日
ま
で
開
か
れ
て
い
た
聴
覚
障
害
者
の
五

輪
「
第
18
回
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

２
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
光
市
在

住
の
原
田
上
（
は
ら
だ
の
ぼ
る
）
選
手

（
39
）
に
知
事
特
別
表
彰
の
「
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
」
を
授
与
し
た
。
原
田
選
手
の

受
賞
は
２
０
０
７
年
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
２
冠
を
達
成
し
て
以
来
２
回
目
。

　
原
田
選
手
は
ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大
回
転
と
回
転
の
２
種
目
で
優
勝
。
大
回

転
で
は
３
大
会
連
続
、
回
転
で
は
２
大
会

連
続
の
金
獲
得
だ
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
（
大
回
転
の
予
選
当
日

に
競
技
用
の
ブ
ー
ツ
が
ひ
び
割
れ
し
て
い

た
と
い
う
）
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え

金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
の
は
私
た
ち
も
誇
り

に
思
う
」
と
た
た
え
た
。

す
い
」
と
説
明
。
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬

明
細
書
）
の
分
析
で
地
域
ご
と
に
多
い
疾

患
を
把
握
し
、
効
果
的
な
予
防
対
策
を
実

施
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

５
月
30
日
（
土
）
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
『
現
役
の

県
知
事
９
名
が
大
集
合
！
県
知
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

で
の
１
コ
マ
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

那
珂
川
町
で
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
「
ふ
る
さ
と
で
活
躍
を
」

知
事
、
創
生
事
業
を
激
励

　
福
田
知
事
が
県
内
各
市
町
に
出
向
き
県

民
と
対
話
す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち

ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
６
月
13
日
、
那

珂
川
町
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
。
町
民
ら
約
70
人
が
参
加
し
地
方
創

生
や
産
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
地
方
創
生
事
業
の
中
で

那
珂
川
町
は
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
や

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
温
泉
ト
ラ
フ
グ
、

ホ
ン
モ
ロ
コ
、
ボ
イ
ラ
ー
熱
を
利
用
し
た

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
・
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
な
ど
、

既
に
県
内
で
先
駆
け
た
地
域
資
源
発
掘
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
更
に
磨
き
を
か
け
高

め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
の
日
が
初

め
て
。
今
後
、
各
地
で
開
か
れ
る
ほ
か
、

高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に
し
た
企
画
も

予
定
し
て
い
る
。

　
10
都
県
が
参
加
す
る
関
東
地
方
知
事
会

（
会
長
・
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）
は
５
月

25
日
の
定
例
会
議
で
、
２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け

て
10
都
県
が
連
携
す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
福
田
知
事
は
会
議
で
「
全
国
に
先
駆
け

て
関
東
知
事
会
で
連
携
体
制
の
構
築
を
や

っ
て
は
ど
う
か
」と
発
言
。こ
れ
に
対
し
て

橋
本
会
長
は
連
絡
会
議
の
発
足
を
各
知
事

　
４
月
１
日
に
宇
都
宮
市
ゆ
い
の
杜
１
丁

目
の
と
ち
ぎ
産
業
創
造
プ
ラ
ザ
に
オ
ー
プ

ン
し
た
日
本
貿
易
振
興
機
構
栃
木
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
）
の
開
所

式
が
４
月
21
日
、
同
所
で
行
わ
れ
、
福
田

知
事
や
県
内
首
長
ら
約
50
人
が
開
設
を
祝

っ
た
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
の
県
内
初
の
出
先
機
関
で
、

国
内
で
は
42
カ
所
目
。
松
永
宗
徳
所
長
ら

５
人
が
常
駐
し
、
海
外
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
み
に
企
業
の
海
外
進
出
や
外

国
企
業
誘
致
な
ど
を
支
援
す
る
。

　
開
所
式
で
福
田
知
事
は
「
海
外
需
要
を

取
り
込
む
と
と
も
に
優
れ
た
技
術
を
海
外

に
売
り
込
み
、
本
県
の
元
気
を
確
か
な
も

　
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
県
外
出
身
学
生
の

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
推
進
を
目
指
す
県
は
６
月

26
日
、
日
本
大
学
（
東
京
都
千
代
田
区
）

と
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協
定
」
を
結

ん
だ
。
日
大
の
大
塚
吉
兵
衛
学
長
が
県
庁

　
獨
協
医
大
の
特
任
教
授
を
務
め
る
福
田
富

一
知
事
は
５
月
29
日
、
同
大
で
「
君
は
何
を

し
た
い
の
か
」
と
題
し
講
義
を
行
っ
た（
上
記

写
真
）。
昨
年
６
月
に
続
き
３
回
目
。
医
療
の

道
を
志
す
学
生
に
、知
事
と
し
て
直
接
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
医
学
部
１
年
生
、
看
護
学
部

４
年
生
の
計
１
５
０
人
を
前
に
、
前
半
は
生

産
量
日
本
一
の
イ
チ
ゴ
、
全
国
８
位
の
県
民

所
得
、
全
国
４
位
の
１
住
宅
当
た
り
敷
地
面
積

な
ど
の
栃
木
の
魅
力
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
問
題
に
は
警
戒
感
を
示

し
、「『
子
を
持
って
知
る
親
の
恩
』『
負
う
た
子
に

教
え
ら
れ
て
浅
瀬
を
渡
る
』な
ど
子
育
て
し
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
、
自
分
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
結
婚
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　
さ
ら
に
、
人
生
の
心
得
と
し
て
礼
儀
作
法

の
重
要
性
を
強
調
。
社
会
人
と
し
て
「
群
れ

れ
ば
楽
だ
が
、
群
れ
な
い
生
き
方
を
し
て
ほ

し
い
」
「
記
憶
に
残
る
人
を
目
指
し
て
」
と

学
生
た
ち
に
要
望
し
た
。

　
最
後
は
「
医
療
の
現
場
は
尊
い
職
業
。
こ

こ
で
学
ん
で
社
会
で
感
謝
さ
れ
る
医
療
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

に
諮
り
、
栃
木
県
が
ま
と
め
役
を
担
う
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
終
了
後
の
取
材
に
対
し

「
外
国
人
観
光
客
は
ど
ん
ど
ん
来
始
め
て

い
る
。
本
年
度
中
に
は
立
ち
上
げ
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

を
訪
れ
、
福
田
知
事
と
協
定
書
を
交
わ
し

た
。
県
は
年
度
内
に
首
都
圏
の
大
学
70
校

と
協
定
締
結
を
目
指
し
て
お
り
、
日
大
が

１
校
目
。

　
自
身
も
日
大
出
身
の
福
田
知
事
は
「
毎

年
５
０
０
０
人
以
上
の
学
生
が
東
京
周
辺

に
進
学
し
て
い
る
が
、
多
く
は
卒
業
後
も

帰
ら
ず
、
人
口
減
少
、
若
者
の
流
出
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
県
内

企
業
は
優
秀
な
若
い
人
材
を
採
用
す
る
意

欲
が
高
い
」と
話
し
、
「
日
大
で
大
き
く

成
長
し
た
若
者
が
１
人
で
も
多
く
ふ
る
さ

と
栃
木
で
活
躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
今
後
は
県
と
日
大
が
連
携
し
、
学
内
に

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
情
報
を
掲
示
す
る
「
と
ち
ま

る
ボ
ー
ド
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
県
内
の

企
業
情
報
や
生
活
情
報
、
就
職
関
連
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
を
学
生
に
周
知
す
る
。

の
に
し
て
い
き
た
い
。
１
社
で
も
多
く
海

外
展
開
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
願
う
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
北
村

会
長
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

　
３
月
19
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」
春
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
「
と
ち
ぎ

産
直
市
」
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る

セ
レ
モ
ニ
ー
が
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
内
で

行
わ
れ
た
。
福
田
知
事
は
「
こ
と

し
は
日
光
東
照
宮
の
４
０
０
年
式

年
大
祭
も
あ
る
」
な
ど
と
来
県
を

促
す
一
方
、
「
皆
さ
ん
買
っ
と
ご

れ
ね
」
と
栃
木
な
ま
り
で
県
産
品

の
購
入
を
呼
び
掛
け
た
。

　
春
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
本

県
を
重
点
地
域
に
指
定
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
昨
年
に
続
き
４

〜
６
月
に
実
施
。
旅
行
商
品
や
県

産
食
材
を
使
っ
た
駅
弁
の
販
売
、

特
別
列
車
運
行
な
ど
を
行
っ
た
。

　
産
直
市
は
県
が
共
催
し
、
県
産

イ
チ
ゴ
の
新
品
種
ス
カ
イ
ベ
リ
ー

や
ギ
ョ
ー
ザ
、
益
子
焼
の
ほ
か
和

洋
菓
子
、
酒
類
を
広
い
同
駅
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
コ
ー
ス
で
３
月
21
日
ま

で
販
売
し
た
。

県
と
日
大
、
就
職
促
進
協
定

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
が
開
所
式
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　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
全
国
知
事
会
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の

福
田
知
事
は
５
月
22
日
の
参
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

運
営
主
体
を
都
道
府
県
に
移
管
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
参
考
人
と
し
て
意
見
を
述
べ

た
。
新
た
に
県
の
役
割
と
な
る
国
保
加
入

者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
「
都
道
府
県

全
体
の
底
上
げ
を
し
た
い
」
と
強
化
す
る

考
え
を
表
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
健
康
づ
く
り
の
意
義
に
つ

い
て
「
理
想
は
生
涯
現
役
社
会
。
結
果
的

に
医
療
費
適
正
化
に
結
び
付
け
る
取
り
組

み
が
、
都
道
府
県
の
責
務
だ
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
県
は
全

市
町
を
俯
瞰
で
き
、
全
国
の
情
報
を
得
や

　
本
県
の
自
然
、
文
化
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
の

「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」
春
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
４
日
、
宇
都

宮
市
の
大
谷
資
料
館
地
下
採
掘
場

跡
で
行
わ
れ
た
。

　
主
催
者
の
浅
見
郁
樹
大
宮
支
社

長
が
「
昨
年
に
続
い
て
満
を
持
し

て
開
催
す
る
。
千
客
万
来
の
と
ち

ぎ
路
で
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
た
い
」

と
挨
拶
。
福
田
知
事
が
「
県
内
に

は
ス
イ
ー
ツ
、
花
な
ど
本
物
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
ぜ
ひ
出
掛
け
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
て
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
１
弾
と
し

て
こ
の
日
午
前
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か

ら
特
別
団
体
列
車「
と
ち
ぎ
ス
イ
ー

健
康
づ
く
り
強
化
に
意
欲

◇
１
月
５
日
　
知
事
が
県
庁
で
年
頭
訓
示
／

「
知
恵
を
出
し
工
夫
を
」
と
幹
部
職
員
に

一
層
の
奮
闘
を
促
す
。

◇
１
月
８
日
　
都
道
府
県
会
館
で
全
国
知
事

　
会
／
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の
福
田
知

事
は
「
持
続
可
能
な
国
民
保
健
（
国
保
）

制
度
構
築
に
向
け
た
緊
急
要

請
」
を
行
う
こ
と
を
提
案
。

◇
１
月
26
日
　
都
内
の
ホ
テ
ル
で

「
と
ち
ぎ
の
い
い
も
の
ま
る
ご

と
商
談
会
」
開
催
／
福
田
知
事

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
立
ち
、

本
県
い
い
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
２
月
12
日
　
国
と
地
方
協
議
会

／
国
保
移
管
を
了
承
し
た
上
で
、

そ
れ
に
伴
う
財
政
支
援
を
要
望
。

◇
２
月
27
日
　
都
内
の
百
貨
店
で

ス
カ
イ
ベ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
／
赤
い
法
被
姿
で

店
頭
に
立
っ
た
知
事
は
「
日
本
で
一
番
甘

い
」
な
ど
と
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
３
月
14
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業
、

宇
都
宮
駅
で
出
発
式
／
「
観
光
の
振
興
や

地
域
の
活
性
化
に
期
待
し
た
い
」
と
知
事
。

◇
３
月
19
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
「
本
物
の
出

会
い
栃
木
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
知
事
、
栃

木
な
ま
り
で
県
産
品
の
購
入
を
呼
掛
け
る
。

◇
４
月
１
日
　
県
幹
部
と
新
採
職
員
に
訓
示

／
「
栃
木
の
良
さ
発
信
を
」
と
訴
え
る
。

◇
４
月
20
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
／
地

方
創
生
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。福
田
知
事

「
自
由
度
の
高
い
交
付
金
を
国
に
要
望
」
。

◇
４
月
23
日
　
全
国
知
事
会
の
社
会
保
障
常

任
委
員
長
と
し
て
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会

に
出
席
／
「
国
保
移
管
に
向
け
財
政
見
通

し
提
示
を
」
と
国
に
要
望
。

◇
５
月
17
日
　
日
光
東
照
宮
「
４
０
０
年
式

年
大
祭
」
出
席
／
「
家
康
公
は
礼
節
を
重

ん
じ
る
日
本
人
の
国
民
性
の
礎
に
な
っ
た
」。

◇
５
月
18
日
　
大
阪
市
内
で
栃
木
県
人
会
総

会
に
出
席
／
知
事
、
県
内
の
現
状
を
紹
介
。

◇
６
月
27
日
　
県
庁
で
「
知
事
と
語
ろ
う
！

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
／
県
の

少
子
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
６
月
29
日
　
壬
生
町
で
宇
都
宮
地
区
ブ
ロ

ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議
／
各
地
域
の
課
題

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

国
保
移
管
で
参
院
厚
労
委
出
席

企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

10
都
県
で
観
光
Ｐ
Ｒ
へ

関
東
地
方
知
事
会

県の魅力「とちぎの百様」
本
物
の
出
会
い 

栃
木
で
ど
う
ぞ

本
物
の
出
会
い 

栃
木
で
ど
う
ぞ

大
谷
資
料
館
地
下
採
掘
場
跡
で

　
　  

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

福
田
知
事 

獨
協
医
大
で
講
義

「
君
は
何
を
し
た
い
の
か
」

東奔西走の日々東奔西走の日々

関東知事会での福田知事（中央）と大澤正明
群馬県知事（左）と升添要一東京都知事（右）

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
の
開
所
式
で
挨
拶
す
る

福
田
知
事

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
福
田
知
事（
前
列
右
か

ら
２
人
目
）
ら
関
係
者
＝
大
谷
資
料
館

表彰式後、福田知事に金メダルを見せる原田選手（右）

協定書を交わし握手する福田知事(左)と日本大の大塚学長

ツ
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
号
」
を
運
行
。

一
行
（
約
１
５
０
人
）
は
同
採
掘

場
跡
を
見
学
し
た
後
、
宇
都
宮
市

の
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
で
イ
チ
ゴ
狩

り
を
楽
し
ん
だ
。

原
田
上
選
手
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
福
田
知
事
は
４
月
24
日
、
ロ
シ
ア
で
５

日
ま
で
開
か
れ
て
い
た
聴
覚
障
害
者
の
五

輪
「
第
18
回
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

２
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
光
市
在

住
の
原
田
上
（
は
ら
だ
の
ぼ
る
）
選
手

（
39
）
に
知
事
特
別
表
彰
の
「
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
」
を
授
与
し
た
。
原
田
選
手
の

受
賞
は
２
０
０
７
年
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
２
冠
を
達
成
し
て
以
来
２
回
目
。

　
原
田
選
手
は
ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大
回
転
と
回
転
の
２
種
目
で
優
勝
。
大
回

転
で
は
３
大
会
連
続
、
回
転
で
は
２
大
会

連
続
の
金
獲
得
だ
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
（
大
回
転
の
予
選
当
日

に
競
技
用
の
ブ
ー
ツ
が
ひ
び
割
れ
し
て
い

た
と
い
う
）
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え

金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
の
は
私
た
ち
も
誇
り

に
思
う
」
と
た
た
え
た
。

す
い
」
と
説
明
。
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬

明
細
書
）
の
分
析
で
地
域
ご
と
に
多
い
疾

患
を
把
握
し
、
効
果
的
な
予
防
対
策
を
実

施
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

５
月
30
日
（
土
）
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
『
現
役
の

県
知
事
９
名
が
大
集
合
！
県
知
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

で
の
１
コ
マ
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

那
珂
川
町
で
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
「
ふ
る
さ
と
で
活
躍
を
」

知
事
、
創
生
事
業
を
激
励

　
福
田
知
事
が
県
内
各
市
町
に
出
向
き
県

民
と
対
話
す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち

ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
６
月
13
日
、
那

珂
川
町
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
。
町
民
ら
約
70
人
が
参
加
し
地
方
創

生
や
産
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
地
方
創
生
事
業
の
中
で

那
珂
川
町
は
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
や

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
温
泉
ト
ラ
フ
グ
、

ホ
ン
モ
ロ
コ
、
ボ
イ
ラ
ー
熱
を
利
用
し
た

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
・
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
な
ど
、

既
に
県
内
で
先
駆
け
た
地
域
資
源
発
掘
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
更
に
磨
き
を
か
け
高

め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
の
日
が
初

め
て
。
今
後
、
各
地
で
開
か
れ
る
ほ
か
、

高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に
し
た
企
画
も

予
定
し
て
い
る
。

　
10
都
県
が
参
加
す
る
関
東
地
方
知
事
会

（
会
長
・
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）
は
５
月

25
日
の
定
例
会
議
で
、
２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け

て
10
都
県
が
連
携
す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
福
田
知
事
は
会
議
で
「
全
国
に
先
駆
け

て
関
東
知
事
会
で
連
携
体
制
の
構
築
を
や

っ
て
は
ど
う
か
」と
発
言
。こ
れ
に
対
し
て

橋
本
会
長
は
連
絡
会
議
の
発
足
を
各
知
事

　
４
月
１
日
に
宇
都
宮
市
ゆ
い
の
杜
１
丁

目
の
と
ち
ぎ
産
業
創
造
プ
ラ
ザ
に
オ
ー
プ

ン
し
た
日
本
貿
易
振
興
機
構
栃
木
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
）
の
開
所

式
が
４
月
21
日
、
同
所
で
行
わ
れ
、
福
田

知
事
や
県
内
首
長
ら
約
50
人
が
開
設
を
祝

っ
た
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
の
県
内
初
の
出
先
機
関
で
、

国
内
で
は
42
カ
所
目
。
松
永
宗
徳
所
長
ら

５
人
が
常
駐
し
、
海
外
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
み
に
企
業
の
海
外
進
出
や
外

国
企
業
誘
致
な
ど
を
支
援
す
る
。

　
開
所
式
で
福
田
知
事
は
「
海
外
需
要
を

取
り
込
む
と
と
も
に
優
れ
た
技
術
を
海
外

に
売
り
込
み
、
本
県
の
元
気
を
確
か
な
も

　
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
県
外
出
身
学
生
の

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
推
進
を
目
指
す
県
は
６
月

26
日
、
日
本
大
学
（
東
京
都
千
代
田
区
）

と
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協
定
」
を
結

ん
だ
。
日
大
の
大
塚
吉
兵
衛
学
長
が
県
庁

　
獨
協
医
大
の
特
任
教
授
を
務
め
る
福
田
富

一
知
事
は
５
月
29
日
、
同
大
で
「
君
は
何
を

し
た
い
の
か
」
と
題
し
講
義
を
行
っ
た（
上
記

写
真
）。
昨
年
６
月
に
続
き
３
回
目
。
医
療
の

道
を
志
す
学
生
に
、知
事
と
し
て
直
接
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
医
学
部
１
年
生
、
看
護
学
部

４
年
生
の
計
１
５
０
人
を
前
に
、
前
半
は
生

産
量
日
本
一
の
イ
チ
ゴ
、
全
国
８
位
の
県
民

所
得
、
全
国
４
位
の
１
住
宅
当
た
り
敷
地
面
積

な
ど
の
栃
木
の
魅
力
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
問
題
に
は
警
戒
感
を
示

し
、「『
子
を
持
って
知
る
親
の
恩
』『
負
う
た
子
に

教
え
ら
れ
て
浅
瀬
を
渡
る
』な
ど
子
育
て
し
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
、
自
分
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
結
婚
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　
さ
ら
に
、
人
生
の
心
得
と
し
て
礼
儀
作
法

の
重
要
性
を
強
調
。
社
会
人
と
し
て
「
群
れ

れ
ば
楽
だ
が
、
群
れ
な
い
生
き
方
を
し
て
ほ

し
い
」
「
記
憶
に
残
る
人
を
目
指
し
て
」
と

学
生
た
ち
に
要
望
し
た
。

　
最
後
は
「
医
療
の
現
場
は
尊
い
職
業
。
こ

こ
で
学
ん
で
社
会
で
感
謝
さ
れ
る
医
療
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

に
諮
り
、
栃
木
県
が
ま
と
め
役
を
担
う
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
終
了
後
の
取
材
に
対
し

「
外
国
人
観
光
客
は
ど
ん
ど
ん
来
始
め
て

い
る
。
本
年
度
中
に
は
立
ち
上
げ
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

を
訪
れ
、
福
田
知
事
と
協
定
書
を
交
わ
し

た
。
県
は
年
度
内
に
首
都
圏
の
大
学
70
校

と
協
定
締
結
を
目
指
し
て
お
り
、
日
大
が

１
校
目
。

　
自
身
も
日
大
出
身
の
福
田
知
事
は
「
毎

年
５
０
０
０
人
以
上
の
学
生
が
東
京
周
辺

に
進
学
し
て
い
る
が
、
多
く
は
卒
業
後
も

帰
ら
ず
、
人
口
減
少
、
若
者
の
流
出
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
県
内

企
業
は
優
秀
な
若
い
人
材
を
採
用
す
る
意

欲
が
高
い
」と
話
し
、
「
日
大
で
大
き
く

成
長
し
た
若
者
が
１
人
で
も
多
く
ふ
る
さ

と
栃
木
で
活
躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
今
後
は
県
と
日
大
が
連
携
し
、
学
内
に

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
情
報
を
掲
示
す
る
「
と
ち
ま

る
ボ
ー
ド
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
県
内
の

企
業
情
報
や
生
活
情
報
、
就
職
関
連
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
を
学
生
に
周
知
す
る
。

の
に
し
て
い
き
た
い
。
１
社
で
も
多
く
海

外
展
開
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
願
う
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
北
村

会
長
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

　
３
月
19
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」
春
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
「
と
ち
ぎ

産
直
市
」
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る

セ
レ
モ
ニ
ー
が
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
内
で

行
わ
れ
た
。
福
田
知
事
は
「
こ
と

し
は
日
光
東
照
宮
の
４
０
０
年
式

年
大
祭
も
あ
る
」
な
ど
と
来
県
を

促
す
一
方
、
「
皆
さ
ん
買
っ
と
ご

れ
ね
」
と
栃
木
な
ま
り
で
県
産
品

の
購
入
を
呼
び
掛
け
た
。

　
春
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
本

県
を
重
点
地
域
に
指
定
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
昨
年
に
続
き
４

〜
６
月
に
実
施
。
旅
行
商
品
や
県

産
食
材
を
使
っ
た
駅
弁
の
販
売
、

特
別
列
車
運
行
な
ど
を
行
っ
た
。

　
産
直
市
は
県
が
共
催
し
、
県
産

イ
チ
ゴ
の
新
品
種
ス
カ
イ
ベ
リ
ー

や
ギ
ョ
ー
ザ
、
益
子
焼
の
ほ
か
和

洋
菓
子
、
酒
類
を
広
い
同
駅
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
コ
ー
ス
で
３
月
21
日
ま

で
販
売
し
た
。

県
と
日
大
、
就
職
促
進
協
定

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
が
開
所
式
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「
栃
木
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
」

　
　
９
県
知
事
に
よ
る
お
国
自
慢

の
番
組
だ
っ
た
が
、
栃
木
の
特
徴

を
視
聴
者
に
訴
え
ら
れ
た
と
思
う
。

放
送
後
、
次
の
よ
う
な
質
問
を
多

く
受
け
た
。

（
１
）
ギ
ャ
ラ
は
い
く
ら
か
？

　
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
す
。
そ
れ
よ
り

栃
木
の
Ｐ
Ｒ
を
全
国
に
で
き
た
の

だ
か
ら
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
で

き
た
と
思
う
。

（
２
）
い
つ
収
録
し
た
の
か
？

　
５
月
12
日
（
火
）
夕
方
４
時
半

か
ら
時
々
休
憩
を
入
れ
て
約
４
時

間
。
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲

む
だ
け
。
因
み
に
放
映
は
５
月
30

日
（
土
）
夜
７
時
か
ら
２
時
間
）

（
３
）
放
映
順
は
ど
う
や
っ
て
決

め
る
の
か
？

　
１
番
目
の
放
映
だ
っ
た
が
、
順

番
は
テ
レ
ビ
局
が
決
め
た
。
収
録

は
３
番
目
だ
っ
た
。

（
４
）
と
ち
ま
る
く
ん
が
私
の
裏

に
居
な
い
時
が
あ
っ
た
が
？

　
４
時
間
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
続
け
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
皆
さ
ん
は
交
替
で
休

ん
で
い
た
。

（
５
）
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
選

ば
れ
た
の
か
？

（
ア
）
餃
子
で
は
な
く
カ
ク
テ
ル
、

（
イ
）
夏
場
の
雷
の
発
生
件
数
日

本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

（
ウ
）
か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産
ダ
ン

ト
ツ
の
日
本
一（
国
内
産
の
98
％
）、

（
エ
）
栃
木
和
牛
の
美
味
し
さ
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
ど
、
他
の
８

県
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
い
る
事

項
を
テ
レ
ビ
局
と
相
談
し
て
決
め

た
。
当
然
、
十
分
県
内
を
調
査
し

た
上
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
以
上
が
受
け
た
質
問
の
主
な
も

の
だ
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
の
タ

レ
ン
ト
の
皆
さ
ん
は
各
県
の
自
慢

の
食
材
な
ど
を
次
々
と
食
べ
て
い

た
が
、
私
達
は
見
て
い
る
だ
け
。

そ
れ
で
も
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
タ
ジ
オ
で

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
春
に
発
売
さ
れ
た
週
刊
誌
に
47

都
道
府
県
の
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
が
発
表
さ
れ
、
栃
木
県
が
上
位

３
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

　
評
価
の
項
目
は
た
く
さ
ん
あ
り

総
合
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

正
規
雇
用
率
や
所
得
、
社
会
資
本

の
整
備
状
況
、
娯
楽
施
設
の
状
況

な
ど
、
各
分
野
の
総
合
評
価
で
の

順
位
付
け
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
住
み
良
い

の
だ
と
感
じ
た
。

　
昨
年
１
年
間
の
工
場
用
地
の
分

譲
面
積
が
１
位
、
立
地
件
数
で
３

位
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

太
陽
光
発
電
事
業
を
除
い
て
も
面

積
で
２
位
、
件
数
で
７
位
。
お
か

げ
様
で
、
工
場
等
操
業
す
る
な
ら
、

災
害
が
少
な
い
等
か
ら
選
ば
れ
る

栃
木
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

決
定
と
な
り
、
国
を
挙
げ
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
私
は
決
定
の
翌

日
に
独
断
で
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の

記
者
会
見
を
し
内
外
に
表
明
し
た
。

こ
の
こ
と
は
先
手
必
勝
を
確
信
し

た
か
ら
で
あ
る
。

　
先
に
、
２
０
２
２
年
の
国
体
開

催
の
内
々
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
各
種
競
技
場
の
整
備
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う

可
能
性
も
高
い
と
判
断
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
は
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ

ン
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０

１
９
年
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
と
、
世
界

的
な
大
会
が
続
く
。
い
ず
れ
も
大

会
会
場
と
し
て
は
不
可
能
だ
が
、

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
な
ら
世
界
の

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
え
る
。

　
各
国
大
使
館
や
全
日
本
レ
ベ
ル

の
各
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

様
々
な
人
脈
を
頼
っ
て
活
動
を
し

て
い
る
。

　
陸
上
関
係
者
の
縁
で
、
８
月
22

日
か
ら
開
会
す
る
北
京
国
際
陸
上

大
会
参
加
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
チ
ー
ム

を
８
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
県
陸

上
競
技
場
で
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

に
成
功
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ

ル
数
で
世
界
９
位
の
国
で
あ
る

（
日
本
は
11
位
）。
皆
で
お
も
て

な
し
を
し
、
良
い
成
績
を
残
し
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
な
げ
た
い
。

　
宇
高
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
や

県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
役
員
の
お
骨
折

り
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
の
可
否

の
判
断
の
た
め
、
７
月
中
旬
に
３

日
間
を
か
け
て
、
宇
都
宮
、
日
光
、

那
須
塩
原
、
佐
野
各
市
の
競
技
場

や
宿
泊
施
設
な
ど
を
視
察
さ
れ
た
。

日
本
国
内
で
は
栃
木
県
だ
け
だ
と

の
こ
と
。
ワ
ラ
ビ
ー
ズ
と
い
う
世

界
一
に
２
度
輝
い
た
強
豪
チ
ー
ム

だ
。
こ
れ
ま
た
皆
さ
ん
と
と
も
に

決
定
を
待
ち
た
い
。

　
選
ば
れ
続
け
る
栃
木
と
な
る
よ

う
精
一
杯
努
め
た
い
。
皆
様
に
は

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選ばれ続ける栃木へ選ばれ続ける栃木へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
梅
雨
明
け
と
と
も
に
猛
暑
が
や

っ
て
き
た
。
普
段
は
元
気
な
も
も

（
黒
パ
グ
）
だ
が
、
私
た
ち
が
帰

宅
す
る
と
暑
さ
で
へ
た
っ
て
し
ま
っ

た
。慌
て
て
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
水

分
を
与
え
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
以
後
熱
中
症

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
万
全
の
態

勢
を
と
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私

は
健
康
に
は
自
信

が
あ
る
方
だ
が
唯

一
の
弱
点
は
腰
で

あ
る
。
40
年
来
の

腰
痛
持
ち
で
、

（
友
人
か
ら
薬
は

良
く
な
い
と
忠
告

さ
れ
て
い
た
の
だ

が
）
最
近
は
痛
く

な
る
と
市
販
の
鎮

痛
剤
を
飲
ん
で
い
た
。
特
に
こ
こ

２
・
３
か
月
は
、
突
然
腰
が
痛
く

な
る
こ
と
が
続
き
、
（
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
）
と
思
い
な
が
ら
も
、

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
病
院
に
も
行

か
ず
、
市
販
の
薬
を
飲
ん
で
凌
い

で
い
た
。

　
７
月
初
旬
、
薬
を
飲
め
ば
普
段

は
10
〜
20
分
で
治
ま
る
痛
み
が
、

こ
の
日
は
背
中
か
ら
お
腹
ま
で
広

が
り
１
時
間
ほ
ど
身
の
お
き
ど
こ

ろ
が
な
い
痛
み
が
続
い
た
。
こ
の

と
き
初
め
て
、
（
こ
れ
は
腰
痛
で

は
な
い
の
か
も
）
と
気
が
付
い
た
。

週
明
け
に
内
科
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
、
「
こ
ん
な
に
こ
じ
ら
せ
て
」
、

「
自
己
判
断
で
薬
を
飲
ま
な
い
」

な
ど
と
先
生
に
叱
ら
れ
た
。
検
尿

と
血
液
検
査
か
ら
腎
盂
炎
と
診
断

さ
れ
、
そ
の
日
か
ら

３
日
間
点
滴
を
受
け
、

15
日
間
薬
を
服
用
し

て
症
状
は
治
ま
っ
た
。

『
自
分
を
過
信
し
な

い
』
『
自
己
判
断
せ

ず
に
受
診
す
る
』
、

取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
る
前
に
、

気
が
付
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
の
体
調
が
戻
っ

た
こ
ろ
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
草
津

白
根
山
に
出
掛
け
た
（
写
真
）
。

こ
の
と
こ
ろ
お
互
い
に
忙
し
く
、

ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
も
な
か
っ
た

の
で
、
久
し
ぶ
り
に
２
人
の
時
間

を
持
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て

良
か
っ
た
。
知
人
に
感
謝
で
あ
る
。

　
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

「
福
田
富
一
知
事
が
お
も
し
ろ
い
」

ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
に
出
演

吾
妻
小
富
士
ハ
イ
キ
ン
グ

ゆ
り
の
会
新
年
会

　
福
田
知
事
は
５
月
30
日（
土
）、
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー

ン
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
『
現
役
県
知
事
９
名
が
大
集
合
！

県
知
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
に
出
演
し
、
意
外
な
一
面

を
見
せ
た
。
「
福
田
富
一
知
事
が
お
も
し
ろ
い
」

と
は
視
聴
者
か
ら
の
声
で
あ
る
。

「
県
ブ
ラ
ン
ド
力
ラ
ン
キ
ン
グ
45
位
の
栃
木
県
」

に
福
田
知
事
が
猛
反
論
！
次
々
と
栃
木
県
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。中
学
生
の
剣
道
部
入
部
率
、日
本
一の
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
の
数
、
落
雷
の
件
数
、
蕎
麦
の
売
上
高
、

工
場
の
敷
地
面
積
、
干
瓢
の
収
穫
量
、
と
ち
ぎ
和

牛
等
々
。
県
土
面
積
は
東
京
都
の
３
倍
あ
り
、
地

図
上
で
も
目
立
つ
は
ず
だ
が
目
立
た
な
い
。
知
名

度
・
ブ
ラ
ン
ド
力
が
足
り
な
い
と
嘆
く
、
そ
ん
な

福
田
知
事
の
誠
実
な
人
柄
と
一
生
懸
命
さ
が
視
聴

者
に
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
６
月
28
日（
日
）、
１
２
０
名
の
参
加
者
は
バ
ス

4
台
に
分
乗
し
、福
島
県
福
島
市
の
吾
妻
小
富
士
に

向
か
っ
た
。山
頂
に
は
直
径
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

火
口
が
あ
り
、火
口
底
ま
で
の
高
低
差
は
約
70
メ
ー

ト
ル
。そ
の
火
口
壁
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
手
軽
な

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、現
地
は
雨
に
加

え
激
し
い
風
が
吹
き
荒
れ
、寒
さ
の
中
、
体
ご
と
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
一
歩
一
歩
踏
み
締
め
な
が
ら
の

ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。そ
ん
な
悪
天
候
の
中
に
あ
っ

て
も
眼
下
に
は
緑
豊
か
な
浄
土
平
の
湿
原
が
鮮
や
か

に
広
が
り
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
昼
食
後
、
予
定
を
変
更
し
て
猪
苗
代
町
の
『
世
界

の
ガ
ラ
ス
館
』
を
見
学
し
、
帰
路
に
着
い
た
。
来
年

こ
そ
は
晴
天
で
あ
っ
て
く
れ
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

☆
ジ
ョ
ブ
チ
ュ
ー
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
に
出
演
し
て

☆
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国

　
第
３
位

☆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー

　
協
会
の
コ
ー
チ
陣
が
本
県
視
察

☆
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
地
決
定

☆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
で
も
選
ば
れ
た
い

☆
工
場
の
立
地
動
向
調
査
で
は

　
分
譲
面
積
１
位

　
後
援
会
事
務

所
に
福
田
陽
と

綾
香
が
入
所
し
ま
し
た（
上
記
写
真

は
有
志
に
よ
る
歓
迎
会
）。石
川
祥

子
と
と
も
に
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
相
変
わ
ら
ず
忙
し
い
知
事
で
す
が
、

半
年
間
の
東
奔
西
走
の
日
々
を
纏
め

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
は
２
月
22
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
を

会
場
に
２
６
０
名
余
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
余
興
で
は
福

田
幸
子
様
が
率
い
る
カ
ウ
ル
・

ア
・
ナ
ニ
・
ロ
ケ
ラ
ニ
幸
子
の
皆

さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
会
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

た
。
恒
例
と
な
っ
た
抽
選
会
や
写

真
撮
影
が
行
わ
れ
、
締
め
く
く
り

は
「
と
み
か
ず
サ
ン
バ
」
を
合
唱
、

和
や
か
に
親
睦
を
深
め
る
楽
し
い

集
い
と
な
っ
た
。

７/26 〔ニッポンドイリマチ〕オープンイベントで藍染浴衣『Nippon Blue』を着て挨拶する知事＝日光市

左から 村井嘉浩宮城県知事、湯﨑英彦広島県知事、中村時広愛媛県知事
　　　 仁坂吉伸和歌山県知事、大村秀章愛知県知事、三日月大造滋賀県知事
　　　 浜田恵造香川県知事、福田富一栃木県知事、河野俊嗣宮崎県知事

１号車の皆さんと

２号車の皆さんと

３号車の皆さんと

寿号車の皆さんと

フラダンスを披露された福田幸子様(中央)と皆様

文化講演会のお知らせ
ダ・カーポ 榊原政敏・広子
トーク＆コンサート
　 『いいことだけ考えよう』
日　時 ９月３日（木）
　　　 午後６時30分開会 
場　所 宇都宮グランドホテル
入場料 １,０００円
※チケットご希望の方は事務所までご連絡下さい。


